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2011B 期 採択長期利用課題の事後評価について - 2 -

公益財団法人高輝度光科学研究センター
利用推進部

　2011B 期に採択された長期利用課題について、
2014A 期に3年間の実施期間が終了したことを受
け、第51回 SPring-8利用研究課題審査委員会長期
利用分科会（平成26年12月）による事後評価が行
われました。
　事後評価は、長期利用分科会が実験責任者に対し
ヒアリングを行った後、評価を行うという形式で実
施し、SPring-8利用研究課題審査委員会で評価結果
を取りまとめました。以下に対象となる長期利用課
題3課題のうち、今回評価を受けた1課題の評価結
果を示します。研究内容については本誌130ページ
の「最近の研究から」に実験責任者による紹介記事
を掲載しています。
　なお、3課題のうち先に事後評価が行われた1課
題の評価結果については、「SPring-8／SACLA 利用
者情報」Vol.20 No.1（2015年2月号）の88〜89
ページに掲載済みです。残り1課題の事後評価は、
平成27年3月に実施し、評価結果は「SPring-8／
SACLA 利用者情報」Vol.20 No.3（2015年8月号）
に掲載する予定です。

課題名 放射光 X 線を用いた多成分からな
る自己集合性錯体の単結晶構造解析

実験責任者（所属） 藤田 誠（東京大学）

採択時課題番号 2011B0039（BL38B1）、
2011B0042（BL41XU）

ビームライン BL38B1、BL41XU（併用）

利用期間 / 配分総シフト 2011B〜2014A/48シフト
（BL38B1：24シフト、BL41XU：24シフト）

［評価結果］
　本長期利用課題は、構造生物学ビームライン
BL38B1、BL41XU の併用によって、SPring-8の高
輝度光源と結晶構造解析技術基盤を活用し、申請者
のグループがこれまで創製してきた自己集合性錯体

の構造を決定することを目的としている。
　対象とする自己集合性錯体は巨大分子でありなが
ら、一義的に定まり、かつ、非常に安定である。し
かしながら、構造決定が容易な小分子に比べ、分子
サイズが50 Å 以上と大きく、多くの溶媒を含むこ
とで、その構造決定は困難であった。このような物
質に対して、溶媒の取り扱い、試料のマウント法、
微小ビームの活用による結晶性の良い部分を抽出し
た回折データ取得などの実験手法の構築を行った。
さらに、データの良否判定から構造決定に至るまで
の一連の解析手法も合わせて確立した。このように、
試料ハンドリング、回折実験手法、解析手法におけ
るそれぞれの開発と相乗効果により、申請者グルー
プが創製する様々な種類の自己集合性錯体の構造決
定に成功した。
　当初の目的は、自己組織化によって構築した様々な
多成分錯体の単結晶構造解析であったが、自己組織
化中間体や世界最多成分からなる錯体など、新規な
結晶構造の決定に成功するなど、当初目標を上回る成
果が得られた。特筆すべき成果は、タンパク質ユビキ
チンを包摂した錯体において、最大エントロピー法の
適用による精密化をさらに進め、電子密度のヒストグ
ラム解析という新規な解析法により、錯体内部のユビ
キチンの可視化に成功したことである。これらの成果
は、Nature Communications、Nature Chemistry をはじ
めとして、高いインパクトファクターの専門誌などに10
報以上の成果報告をしている。
　以上のように、長期利用課題を有効に活用するこ
とで、実験・解析手法の開発を相乗的に進め、自己
組織化による自己集合性錯体の構造決定手法を確立
した。また、その手法の応用により、新規物質群の
構造決定に成功した。これは、小分子とタンパク質
などの巨大分子の中間のサイズ領域にあり、未開拓
であった物質群を「フロンティア物質群」として切
り拓く成果であり、長期利用課題として非常に高く
評価される。
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